
取ѻઆ໌書

έルώϟーՈఉ用スチームクリーφー

このは、έルώϟーՈఉ༻スチームクリーφーを͓ങい上
͛いͨだきにありがとう͟͝います。͝༻લに取ѻઆ໌
ॻをよく͓ಡΈいͨだき、ਖ਼しく安全に͝༻ください。͓
ಡΈになΒれͨޙは、ຊॻをす͙に取りग़せる場ॴにอして
ください。
˞仕様・外؍は、開発・改ྑにより予告なく変更する場合があります。
˞この製品は家庭用です。業務用としての使用は定しておりません。
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包品一覧ࠝ・༷

一覧༷ .$% 1 4$
品番 1.516-340.0
電源 100 7 
消費電力 1200 W
スチームు出圧力 0.3 M1a ˞ 1
ボイラーՃ熱温度  143 ˆ
ボイラータンク容量 0.2 L
ヒートアップタイム  3 分 ˞ 2
本体ੇ法（長さʷ෯ʷ高さ） 321 ʷ 12� ʷ 1�6 mm
本体質量 1.6 kg
電源コード長さ 4 m
水性能 *194

ʻ使用の目安ʼ
スチーム連続噴射時間  6 分 ˞ 3
定格使用時間 ˞ 4 1 時間

ʻ交換時間ʼ 
安全バルブ用 O リング  200 時間

˞ 1 1 M1a�10.2 kgG/ὔ
˞ 2 水温 20 ˆの場合
˞ 3 1 回 0.2 L の給水で連続噴射できる時間
˞ 4 電源が ON になっているときの合ܭ時間
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は͡Ίʹ͓ಡΈ͍ͩ͘͞
ࠝ包༰の֬ೝ
本機をご使用いただく前に、全ての付ଐ品がἧっていることをご確認ください。
仕様変更・セット品の変更により、製品の形状と図・名শが一致しない場合があります。

1 2 3

本体 ϋンドブラシɹ1 ݸ ϋンドブラシ用マイクロ
ファイバーカバーɹ１枚

4 5 6

ノズルヘッドɹ1 ݸ ブラシࠇɹ1 ݸ スポットノズルɹ1 ݸ
� �

量カップɹ1ܭ ݸ 取扱説明書ɹ1 部（本ࢠ）

• この製品はςスト後に出ՙされているため水分がଟগ残っている場合があります
が、製品の性能に問はありません。

MEMO
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֤部の໊শとػ

スチームボタン
ボタンを押している間、スチーム
が噴出されます。

ロックボタン
スチームボタンをロックまたは
ロック解除します。

本体一体型ヘッド
先端にアクセサリーを
接続して使用します。

スイッチݯి
押すたびに ON と O'' が切
りସわります。
電源 ON の間は緑色に点灯
します。

安全バルブ
ボイラーがՃ熱されると
空回りします。
冷めるまで開けることが
できません。

ハンドル

アクセサリー
ロックボタン
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ඪ४උアクセサリー一覧
清掃したい場所にԠじて、使用するフΟルターとアクセサリーをબします。
本製品には、以下のアクセサリーが同ࠝされています。

ハンドブラシ
お風࿊やキッチンのน、リビングの布製ι
ファーのお手入れなど、清掃面がい場所
に便利です。

マイクロファイバーカバー
ϋンドブラシ用のカバーです。
ਖ力が高いマイクロファٵ・水ٵຏ力やݚ
イバー製です。

ノズルヘッド
先端にブラシやスポットノズルを装着して
使います。
アクセサリーを装着せず、汚れをਧきඈ
す用్にも使えます。

ブラシ
ノズルヘッドの先端に装着して使います。
こびりついた汚れや細かな部分の掃除がで
きます。

スポットノズル
ノズルヘッドの先端に装着して使います。
スチームを一カ所にू中的にਧき付けるの
で、ブラシがಧかない場所の掃除に使いま
す。

• アクセサリーの取り付け、取り外しをする際は、スチームボタンをロックしてください。

14 ページ

MEMO
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͝使用࣌の注ҙ߲ࣄ
使用తʹ͍ͭͯ
• 本製品は高温のスチームを噴射して、汚れを落とすための製品です。それ以外の目的で使用しな

いでください。
• 本製品は一般家庭用です。業務・事業・店舗用、商用、営利目的等の一般家庭用以外の目的で使

用になる場合、ݪଇとして保証の対象外となります。
• 本書に記載されていない使用方法によって生じた損害について当社は責任を負いません。

使用対ऀʹ͍ͭͯ
安全に対する責任能力を有する者によるಜ、指ಋがない場合、製品の安全に対する責任能力・
体的能力・感覚能力・ਫ਼神的能力を有していない方またはࣝ・経ݧを持たない方（ڙࢠをؚΉ）
には使わせないでください。ڙࢠが使う場合は༡ないようಜされていることを確認してくだ
さい。

安全্の͝注ҙ
ここに示した注意事項は、本製品を安全に正しくお使いいただき、ご自やଞの人ʑへのة害や、
。への損害をະ然に止するためのものです࢈ࡒ
注意事項を「ܯ告」と「注意」に区別して明示していますので、お使いの際には、ඞずお守りください。

このද示に従わずに、ޡった扱いをすると、人がࢮまたはॏ傷
を負う可能性が定される内容を示しています。

このද示に従わずに、ޡった扱いをすると、人がܰ傷を負う可能
性がある内容、または物的損害の発生が定される内容を示して
います。

ֆදࣔのྫ
次の記号は、注意（ܯ告をؚΉ）をଅす内容であることをおらせするものです。

安全にかかわる注意情報を示しています。

ヤケド注意
使用中はද面が熱くなります。（本体ද示）

ヤケド注意
高温のスチームが噴出することがあります。（本体ද示）

次の記号は、してはいけない内容であることをおらせするものです。

してはいけないことを示しています。

次の記号は、実行しなけれならない内容をおらせするものです。

実行しなけれならないことを示しています。
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一ൠతな͝注ҙ

警告
Ր災・ര発・ケガ・ヤケドのݪ因となります。

分解や改造をしないこと。
。だけで使用しないことڙࢠ

。が本製品で༡ないようにすることڙࢠ
付ଐ品や交換用の部品はケルヒャー純正品を使用すること。
修理はケルヒャー ジャパン修理センターに依頼すること。
แ装フΟルムはڙࢠの手のಧかないところに保すること。ଉするڪれがあります。

清掃対ʹ͍ͭͯの͝注ҙ

警告
Ր災・ര発・ケガ・ヤケドのݪ因となります。

スチームに手を近ͮけたり、人体または動২物に向けて使用しないこと。
アスベストなどのݥة物をؚΉ物に対して使用しないこと。
コンセントや電ࢠ機ث、電ؾ部品にスチームを直接噴射しないこと。

使用࣌の͝注ҙ

警告
Ր災・ര発・ケガ・ヤケドのݪ因となります。

本体を落下させた場合や、目にݟえる異ৗや破損、故障がある場合は使用しないこと。
Րؾやஆث具のそ、ര発物や可೩性ガスの近くで使用しないこと。
ೞれたཋࣨや水が入ったཋ૧・プールなどで使用しないこと。
Ӎ天時に外で使用したり、水を本体に直接かけたりしないこと。
0.2 L（200 mL）以上の水をタンクに入れないこと。
本体が熱いときは、安全バルブをૉ手で৮ったり開けたりしないこと。
本体を上向きに 30°以上傾けないこと。熱湯がこぼれる可能性があります。高いところ
または垂直に近いところを清掃する場合は、別売りの延長スチームホースをお使いくだ
さい。

安全バルブの O リングを確認すること。
使用する場所の換ؾを行うこと。
本機かられる際やお手入れ前には、電源をオフにして電源プラグを抜くこと。
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注意
本体の変形・清掃面の損傷・ショート・水漏れや、思わ͵事故・ケガのݪ因となります。

0ˆ以下のڥで使用しないこと。
本体にったり、ա度のিܸをՃえたりしないこと。
熱に弱い床材の上で使用しないこと。
スチームホースを無理に引っ張ったりͶじったりしないこと。
సのڪれがある不安定な場所や、本体をした状態で使用しないこと。
ボイラータンクに水が無い状態で電源をオンにしないこと。

違感や熱いと感じたら、直ちに使用を中止すること。
アクセサリーは確実に取り付けること。
ガラス製品を清掃するときは以下のことに注意すること。

・1 カ所にཹめてスチームを当てない。
・傷がある場合は清掃しない。
ひび割れのݪ因になります。
ワイヤー入りガラス、ް൘ガラスの清掃はಛにご注意ください。 ガラスの張の違い
により割れる場合があります。
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コンセント、ిݯプラグ、ిݯコードʹ͍ͭͯの͝注ҙ

警告
感電・ショート・Ր災のݪ因になります。

Ώるみやガタつきのあるコンセントは使用しないこと。
電源プラグやコードが変形している場合は使用しないこと。
電源プラグやコードを傷つけたり、Ճしたりしないこと。
電源プラグやコードを無理にۂげたり、引っ張ったり、௵したりしないこと。
電源コードをଋͶたまま使用しないこと。
電源プラグに水をかけないこと。
ೞれた手で電源プラグの抜き差しはしないこと。

延長コードは、下記のすての性能をຬたしたものを使用すること。
• 定格 15 A、1500 W 以上
• コードの長さは࠷長 10 m
延長コードは୯ಠで使用すること。
延長コードに水がかからないようにすること。
ドラムܕ延長コードを使用する場合はすて引き出して使用すること。
ドラムܕ延長コードを使用する場合は、プラグ差し込み部の高さが面から 6 cm 以上
になるようにすること。
電源プラグは確実に差し込Ήこと。

ҟৗނো͕ൃੜ͠たとき

警告
発熱・発Ր・感電・ケガのݪ因となります。

以下のような場合は、直ちに使用を中止して電源プラグをコンセントから抜き、販売店
またはケルヒャー ジャパンに修理を依頼すること。
修理部品は一切ڙ給しておりません。ݸ人で修理を行って発生した不具合・事故にؔし
ては一切責任を負いません。

・電源コードを৮ると動いたりఀ止したりする場合
・電源コードが傷ついたり、破れたりした場合
・スチームホースに異ৗ（ਂい傷やંれۂがりなど）がある場合
・異音がした場合
・Ԏが出た場合
・異षがした場合
・本体が異ৗに熱い場合
・本体が破損した場合
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は͡Ί͓ͯ使͍ʹなるલʹ
έルώϟー スチームクリーφーとはʁ
スチームクリーナーは圧力ುとしくみがࣅています。
水を入れ、ີ閉したボイラーで熱してスチームを発生させます。
ు出の温度は 100 ˆと高温でさらっとしたスチームがಛです。
油汚れなど温めると落ちやすい汚れにޮՌ的です。
ご家庭のさまざまな場所でお使いいただけます。

4$ 1 %$. の͘͠Έ

スチームボタン

ۭขきࢭセンサー

Թௐઅセンサー

安全バルブ

Թௐઅセンサー
ボイラー内の温度が一定温度にୡするとՃ熱を止め、温度が下がると再度Ճ熱を܁りฦ
すので異ৗՃ熱の৺がありません。

ۭขきࢭセンサー
ボイラー内の水が無くなると、自動的にՃ熱をఀ止します。

安全バルブ
使用中およびボイラータンク内の圧力・温度が高い間は、給水口を開けることができな
いઃܭです。

スチームボタン
手ݩのスチームボタンを押している間だけスチームを出します。スチームボタンを放す
とスチームも止まるので安৺です。

• 熱や水分に弱い材質、นࢴ、プラスチックなどは変形・はがれなどのڪれがあり
ます。目ཱたないところでࢼしてから使用してください。

MEMO
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45&1 1：ボイラータンクʹڅਫする

w ༹剤（シンφーなͲ）、洗剤、༉（ΨιリンなͲ）、ༀ品なͲをボイラータ
ンクʹ入れͯ使用͠な͍こと。

w ਫを入れるલʹは、本体͕ྫྷΊ͍ͯることを֬ೝすること。
w ਫಓਫのΈを使用͠、ҪށਫӍਫ、アルカリイオンਫなͲは使用͠な͍

こと。

1 安全バルブを取り֎す
以下のことを確認し、安全バルブを取り外しま
す。
• 電源スイッチが O'' になっている
• 電源プラグがコンセントに差し込まれていな

い
• 本体が冷めている

2 ボイラータンクʹਫಓਫを入れる
ボイラータンクにৗ温の水ಓ水をΏっくりと注
͗ます。
水を入れす͗ると、給水口からಅした湯が漏
れ出たり、スチームが十分生成されず湯がు出
される場合があります。

ボイラータンク容量：0.2 L（200 mL）

• ボイラータンクが熱い状態で水を入れると、
熱湯が給水口からਧきこぼれることがありま
す。

MEMO
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3 安全バルブを取り付ける

1 安全バルブの O リングに亀裂や割れなどの
異常がないか確認します。 
異常がある場合は、新品に交換します。 

33 ページ「補修部品」

O リング

2 安全バルブを給水口に取り付けます。 
緩まないようにしっかりと締めてください。

MEMO

• 給水口の周りにこぼれた水は、タオルなどで拭き取ってください。こぼれた水がՃ熱中に
ৠؾとなり、スチーム漏れとޡ認する場合があります。

w 使用த͓よͼボイラータンクのѹྗ・Թ͕͍ؒߴは、安全バルブはۭճりͯ͠։ける
こと͕でき·ͤΜ。
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45&1 2：ώートアップをߦう

w ߴԹ・ଟ࣪のॴで使用͠な͍こと。
w Ոఉ用 100 7 のコンセントを୯ಠで使用すること。
w タコઢは͠な͍こと。
w 使用தʹ安全バルブの্方で͠ۀ࡞たり、のͧきࠐΜͩり৮った

り͠な͍こと。

1 スチームボタンをロックする

1 ロックボタンのロック〔 〕側を押します。

2 ロックボタンのロック解除〔 〕側が起き
上がり、スチームボタンが押せないことを
確認します。

ロックボタンは、以下の 2 段֊をબできます。
ロックղআ ロック

ロックղআ
スチームボタンのロックが解除されま
す。スチームボタンを押すとスチーム
が噴出します。

ロック
スチームボタンがロックされます。ス
チームは噴出しません。

2 Ήࠐࠩ͠ʹプラグをコンセントݯి
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3 をݯスイッチをԡͯ͠ిݯి ON ʹする
電源スイッチを押します。
電源スイッチが緑色に点灯し、ヒートアップが
開始されます。

スイッチݯి

4 ४උྃ
 3 分経աすると、スチームが出るようになり
ます。

• ヒートアップの時間は、水温と水量によってएׯ異なります。

MEMO
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清掃を։࢝する

ʻ使͍࢝Ίの注ҙʼ
使い始めは、お湯が出ます。清掃を始める前
にスチームボタンを押し、しっかりとスチー
ムが出る状態になってからアクセサリーを取
り付けましΐう。
アクセサリーの着を行うときは、事前にඞずス
チームボタンをロックしてください。 1� ペー
ジ「アクセサリーを取り付ける」

1 スチームボタンのロックをղআする

ロックボタンのロック解除ʤ ʥ側を押します。
14 ページ「スチームボタンをロックする」

2 スチームボタンをԡ͠、スチームをग़す
清掃対象にスチームを当てる前に、スチームの
噴出状態を確認してください。
安定しない場合は、排水口や使わない布などに
向けて、ඵスチームボタンを押してください。
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アクセサリーを取り付ける

w アクセサリーをணするときは、スチームボタンをロックすること。
w アクセサリーのணはアクセサリー͕ྫྷえ͔ͯらߦうこと。
w 使用લʹ、アクセサリー接続部の O リングʹُ྾ׂれ͕な͍ことを֬ೝ

すること。

アクセサリーは、ワンタッチで着できます。

1 スチームボタンをロックする

ロックボタンのロックʤ ʥ側を押します。

2 マイクロファイバーカバーをハンドブラ
シʹ取り付ける
マイクロファイバーカバーをϋンドブラシにඃ
せます。

3 ハンドブラシを本体ʹ取り付ける
カチッと音がするまで差し込みます。
確実にロックされ、抜けないことを確認します。

取り外すときは、アクセサリーロックボタンを
押しながらアクセサリーを引き抜きます。
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ノズルヘッドとブラシ·たはスポットノズルの取り
付け

1 ブラシ·たはスポットノズルを取り付け
る
ノズルヘッド先端のಥ起にブラシまたはスポッ
トノズルࠜݩのߔを合わせてૠ入し、ӈに回し
て固定します。

取り外すときは、ブラシまたはスポットノズル
を左に回して引き抜きます。

·たは

2 ノズルヘッドを取り付ける
カチッと音がするまで差し込みます。確実に
ロックされ、抜けないことを確認します。
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͍Ζ͍Ζなॴの清掃方法

w オーブンྫྷଂݿなͲのଆを清掃するときは、ثػのిݯをオフ
ʹ͠、接スチームをͯͣʹハンドブラシカバーを使用すること。

w ࣄલʹཱたな͍ॴでςスト清掃を͍ߦ、ഁଛするڪれ͕な͍
ことを֬ೝすること。ʹऑ͍࣭ࡐ、นࢴ、プラスチックなͲは
มܗ・は͕れなͲのڪれ͕͋り·す。

w 1 ͔ॴʹཹΊͯスチームをͯな͍こと。

• カバーを装着したϋンドブラシをΏっくりとஸೡに前後に動かしながら清掃すると、除ە
ޮՌが上がります。

ダイχングςーブル
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

• 色ૉがしみ込んで変色したものを落とすޮՌはあ
りません。

ドアノブ
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

ཋࣨ・ཋ૧
ノズルヘッド＋ブラシ

• Կにもॏなっている汚れは、ચࡎなどがඞཁに
なる場合もあります。

• ද面についたカビは取れますが、色ૉがしみ込ん
で変色したものを落とすޮՌはありません。

MEMO

MEMO

MEMO
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·な൘・ௐཧ
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

• 色ૉがしみ込んで変色したものを落とす
ޮՌはありません。

Ψスςーブル・Ψスコンロ
ノズルヘッド＋ブラシ
ノズルヘッド＋ブラシ＋タオル

• コήや汚れがこびりついている場合、全に汚れ
が取り除けないことがあります。

*) クッΩングώーター・Ψス
ςーブル
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

• コήや汚れがこびりついている場合、
全に汚れが取り除けないことがあります。

• Կにもॏなっている汚れは、ચࡎなど
がඞཁになる場合もあります。

MEMO

MEMO

MEMO
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w 本体を্きʹ 30 Ҏ˃্けな͍こと。౬͕こ΅れるՄੑ͕
͋り·す。͍ߴとこΖ·たはਨʹ͍ۙとこΖを清掃する߹は、
別売りの延長スチームホースを͓使͍͍ͩ͘͞。

サッシϨール
ノズルヘッド＋ブラシ
ノズルヘッド＋スポットノズル

ށ
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

• ϋンドブラシは戸にܰく当て、押しつけないよ
うにしてください。

ιファ・チϟイルドシート（製）
ハンドブラシ＋マイクロファイバーカバー

MEMO
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清掃をதஅ、ऴྃする

w スイッチを入れた··ిݯプラグをൈ͔な͍こと。

w 使用ޙはボイラータンクのਫをഉਫͯ͠保すること。

1 スチームボタンをロックする

ロックボタンのロックʤ ʥ側を押します。

2 をݯスイッチをԡͯ͠ిݯి O'' ʹ͠、
プラグをൈ͘ݯి
電源スイッチが消灯したことを確認し、電源プ
ラグをコンセントから抜きます。

•  1 分間以上中断した後に作業を再開する場合は、本
体内部でৠؾが冷えて湯がཷまっています。排水口や
使わない布などに向けてඵスチームボタンを押し、
アクセサリー内の湯を排出してください。

MEMO
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3 本体をྫྷ·͠たޙ、ボイラータンクʹ
ったਫをࣺͯる
本体と安全バルブが人肌ఔ度の温度以下に冷め
たら、安全バルブを取り外します。

• ボイラータンクが冷٫されるまで安全バルブ
は外れません。周ғのڥにより、1 ～ 4 時
間ఔ度かかる場合があります。

本体をٯさまにし、ボイラータンク内に残った
水を捨てます。

4 安全バルブをΏる͘కΊるɹ 27 ϖージ

5 本体の͓ख入れをߦう
タオルなどを͵るま湯か中性ચࡎにਁし、固くߜって
本体の汚れや水ణを拭き取ります。

マイクロファイバーカバーは、܁りฦしચって使用で
きます。 
中性ચࡎでચってס૩させてください。

• マイクロファイバーカバーはચ୕機でચうことができ
ます。

• ॊೈࡎは使用しないでください。

MEMO

MEMO



24

͓खೖΕͱݕɺอ

ボイラータンクのすす͗と洗浄

ボイラータンク内にスケール（水あか）が付着するのを予するため、定期的にすす͗と
ચড়を行ってください。使用をॏͶてボイラータンク内にスケール（水あか）が付着して
くると、温度が上がりにくくなります。また、故障のݪ因にもなります。

ਫですす͙
w 本体͕全ʹྫྷΊ͔ͯらߦうこと。
w 本体をৼるときʹམと͞な͍よう、͠っ͔りと保࣋すること。

すす͗の目安：使用 10 回ごと

1 本体͕ྫྷΊる·でち、っ͍ͯるਫをࣺͯる
電源を O'' にして電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めるまで待ちます。
安全バルブを取り外し、ボイラータンク内に残っている水を捨てます。

2 ボイラータンクʹਫを入れ、よ͘ৼる

ボイラータンクに水を入れ、安全バルブを取り
付けます。
ย手でϋンドルをѲり、もうย方の手で本体を
しっかりと持ち、上下左ӈによく振ります。

3 ボイラータンクのਫをࣺͯる
安全バルブを取り外し、水を捨てます。

4 खॱ 2-3 を 3 ճ܁りฦす
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別売りのボイラー洗浄剤を使用ͯ͠洗浄する
ચড়前に、ボイラーચড়ࡎの使用方法と使用上の注意をよくಡんでください。

w 本体͕全ʹྫྷΊ͔ͯらߦうこと。
w 安全バルブは取り֎͠たঢ়ଶでߦうこと。
w ボイラー洗浄剤を入れたঢ়ଶでՃ͠な͍こと。
w 洗浄ऴྃޙは、洗浄剤͕らな͍ようेʹすす͙こと。

ボイラーચড়の目安：使用 50 回ごと

1 ボイラータンクをすす͙ 24 ϖージ

2 ボイラー洗浄ӷを४උする
容ثに水または 60 ˆ以下の͵るま湯 0.5 L を用
意して、ボイラーચড়ࡎ（別売り）1 แを入れて
よく༹かします。

32 ページ「オプションアクセサリー一覧」

3 ボイラータンクʹ洗浄ӷを注͗、 8 ؒ࣌
์ஔする
作ったચড়ӷのうち 0.2 L をボイラータンクに注
͗、そのまま � 時間放置します。
このとき、安全バルブは取り付けないでください。

• ボイラータンクの容量は 0.2 L です。
• ༨ったચড়ӷは、変質を͙ためഇغしてください。

4 洗浄ӷをഉग़͠、ボイラータンクをよ͘すす͙
� 時間後、ચড়ӷを排出し、ボイラータンク内を水ಓ水で 3 回以上すすいでくだ
さい。

MEMO
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ݕと保

w O リングʹُ྾ͻͼׂれ͕͋る߹は、使用͠な͍こと。 
スチーム͕࿙れ、Ϡέドをෛうڪれ͕͋り·す。

使用લݕ

使用前に、安全バルブと各アクセサリーの O リングを点検してください。
O リングにُ྾やひび割れ、落などが認められる場合は、新品の O リングに交換し
てください。

安全バルブ
安全バルブ用 O リングは、定期的な交換がඞཁです。

交換時期
安全バルブ用 O リング： 200 作業時間 � ごと
� 作業時間とは、Ճ熱または保温状態のྦྷੵ時間です。

交換時期に౸ୡしていなくても、損傷がある場合は
新品に交換してください。

33 ページ「補修部品」

O リング

安全バルブ

O リング

本体一体型ヘッド
接続部分の O リングを確認してください。
ُ྾やひび割れ、落などが認められる場合は、
新品に交換してください。

33 ページ「補修部品」

O リング



27

͓
ख
ೖ
Ε
ͱ

ݕ
ỏ
อ


ఆظݕ
Ӭく安全にお使いいただくため、有償にて定期点検を受けることをおקめします。

ྦྷੵ作業時間が 500 時間ຖに、ケルヒャー ジャパン修理センターで有償点検を受けて
ください。

点検を受けずにそのまま使用を続けた場合、安全バルブからのスチーム漏れ、ボイラー
の作動不ྑやա熱などにより、ヤケドやケガを負うڪれがあります。

交換部品のお求めや有償定期点検のご૬ஊは、お買い上げの販売店またはお客様専用ダ
イヤルまでお問い合わせください。

保
w ボイラータンクのਫをࣺͯ、安全バルブをΏる͘కΊたঢ়ଶで保

すること。 
కΊた߹、ボイラータンクのと֎でѹྗ͕ࠩੜͯ͡安全͘ݻ
バルブ͕ݻண͠、࣍ճ使用するࡍʹ安全バルブ͕։͔な͘なるこ
と͕͋り·す。

w ౚ݁͠な͍ॴʹ保すること。

1 ボイラータンクのすす͗をߦうɹ 24 ϖージ

2 き付けるרʹコードを本体ݯి
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その他

困ったときは
故障かな？と思ったら以下のことをお確かめください。
それでも解決しない場合は、お客様専用ダイヤル（0120-60-3140）までお問い合わせ
ください。

このようなとき 考えられる原因 対処方法

スチームが出な
い

電源プラグがコンセントに差し
込まれていない

電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。

電源が ON になっていない 電源スイッチを押し、ランプ（緑色）が
点灯することを確認してください。

水が不足している 本体が人肌に冷めるのを待って、給水を
行ってください。

スチームが弱く
なる

連続噴射でボイラー温度が低下
している

１～２分作業を中断し、再度スチームボ
タンを押してください。

スチームが水っ
ぽいお湯になる

作業開始直後や中断から再開直
後で、アクセサリー内に湯がた
まっている

スチームボタンを押し、排水口や布など
に向けて湯を排出してください。

規定量（0.2 L）以上にボイラー
タンクに給水している

本体が冷めるのを待って安全バルブを開
け、規定量以下まで水を捨ててください。

本体が大きく傾いたことにより、
ボイラータンク内の湯がスチー
ムと混ざっている

使用中は、できるだけ本体が水平に近い
状態を保ってください。

本体を上向きに 30°以上傾けて
いる

垂直に近いところや高いところを清掃す
るときは、延長スチームホース（別売り）
の使用をおすすめします。

スチームボタン
が押せない

スチームボタンがロックされて
いる

ロックを解除してください。

本体下部より水
漏れする

ボイラータンクが破損している
可能性あり

使用をただちに中止し、お買い上げの販
売店またはケルヒャー ジャパンに修理を
依頼してください。

安全バルブが空
回りして外れな
い

本体が十分に冷めていない 本体が冷めるのを待ち（1 ～ 4 時間）、
それでも外れない場合は、一日おいてか
ら取り外してください。

安全バルブが外
せない。左に回
せない。（本体が
冷めた状態）

ボイラータンクに圧が残ってい
る

スチームボタンを押し、ボイラータンク
内に残っているスチームを出し切ってく
ださい。

安全バルブがきつく閉まってい
る

ゴムなどで安全バルブを固定したり、滑
り止めがついた軍手などで力を入れて左
に回してください。それでも開かない場
合は、お買い上げの販売店またはケル
ヒャー ジャパンに修理を依頼してくださ
い。
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このようなとき 考えられる原因 対処方法

安全バルブから
スチームが漏れ
る

安全バルブが閉まっていない 電源プラグを抜き、本体が冷めるのを
待って安全バルブを閉めてください。

安全バルブの O リングが損傷し
ている

電源プラグを抜き、本体が冷めるのを
待って安全バルブを点検してください。
O リングが損傷している場合は、お買い
上げの販売店またはお客様専用ダイヤル
にお問い合わせいただき、新しいものと
交換してください。

給水口の周りにこぼれた水が
残っている

電源プラグを抜き、本体が冷めるのを
待って給水口周りのこぼれた水を拭き
取ってください。

電源スイッチの
ランプが点灯し
ない

電源プラグがコンセントに差し
込まれていない

電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。

本体の安全装置が作動している、
またはランプが切れている

お買い上げの販売店またはお客様専用ダ
イヤルにお問い合わせください。

ノズルなどの接
続が固い

接続部分の O リングが硬化、ま
たは損傷している

接続が固い場合は水をつけるとスムーズ
に接続できます。硬化または損傷してい
る場合は、お買い上げの販売店またはお
客様専用ダイヤルにお問い合わせいただ
き、新しいものと交換してください。

電源コードが熱
くなる

細い延長コードを使用している 延長コードは定格 15 A・1500 W 以上で
10 m 以下のものを使用してください。
または直接コンセントに接続してくださ
い。
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オプションアクセサリーを使った清掃
イージーフィックス フロアノズル（別売り）で床を清掃
する

32 ページ「オプションアクセサリー一覧」

1 別売りのパイプ、フロアノズルを接続する
カチッと音がするまで差し込みます。
確実にロックされ、抜けないことを確認します。

2 別売りのイージーフィックス フロアノズル用
マイクロファイバークロスを取り付ける
マイクロファイバークロスの面ファスナー側を上に向
けて置き、そこにフロアノズルを押し当てます。

取り外すときは、タグを持って下に引っぱりフ
ロアノズルから剥がします。
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フローリング・畳
フロアノズル＋マイクロファイバークロス
マイクロファイバークロスを取り付けたフロアノズルを床に当てて、スチームでクロス
を温めながら清掃します。

• フローリングでは、同じ場所でスチームを出し続けたり、クロスが熱い状態で床に放置し
ないでください。熱でワックスが変質する場合があります。

MEMO
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オプションアクセサリー一覧
仕様変更などにより製品の形状が図と一致しない場合があります。
注文番号は予告なく変更になる場合があります。
ケルヒャー製品取扱店、またはケルヒャー ジャパン直営オンラインショップでも購入
できます。

ハンドブラシ用マイクロ
ファイバーカバー
2 枚組
注文番号：2.863-270.0
JAN コード：
4054278317274

ブラシ４個組 
黒 2 個 黄 2 個
注文番号：2.863-282.0
JAN コード：
4054278420684
ノズルヘッドの先端に装着
して使います。

ボイラー洗浄剤パウダー
タイプ 3 包入り
注文番号：6.295-982.0
JAN コード：
4054278283272

ブラシ３個組 
（真ちゅう製）

注文番号：2.863-061.0
JAN コード：
4002667015577
ノズルヘッドの先端に装着
して使います。
こびりつきのひどい汚れに。
材質によっては傷がつきます。

イージーフィックス  
フロアノズルセット
注文番号：2.863-280.0
JAN コード：
4054278349664
床掃除用のフロアノズルと
専用クロス 1 枚のセットで
す。

イージーフィックス用 
マイクロファイバー 
クロスセット
2 枚組
注文番号：2.863-296.0
JAN コード：
4054278479033

パイプ  
※ 1 本（50 cm）での注
文番号です。
注文番号：4.127-024.0
JAN コード：
4039784453395
床や高いところの掃除に便
利です。

延長スチームホース
注文番号：2.863-021.0
JAN コード：
4054278031491
高いところやお掃除しにく
い場所に。
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補修部品
仕様変更などにより製品の形状が図と一致しない場合があります。
注文番号は予告なく変更になる場合があります。
ケルヒャー製品取扱店、またはケルヒャー ジャパン直営オンラインショップでも購入
できます。

ハンドブラシ
注文番号：2.884-280.0
JAN コード：
4039784048065

スポットノズルセット
注文番号：2.863-263.0
JAN コード：
4054278315911

ノズルヘッド
注文番号：4.130-021.0
JAN コード：
4054278135045

ノズルヘッド用 O リング
注文番号：6.362-186.0
JAN コード：
4002667181494

安全バルブ
注文番号：4.590-007.0
JAN コード：
4054278103402

安全バルブ用 O リング
注文番号：6.363-468.0
JAN コード：
4039784391277

計量カップ
注文番号：5.394-986.0
JAN コード：
4054278215228

パイプ、ホース一体型ヘッ
ド用 O リング
注文番号：6.362-922.0
JAN コード：
4002667185829
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保証書
お買い上げいただいたケルヒャー製品に万一不具合が生じた場合には、この保証規定に従い保証
いたします。この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）及びそれ以外の事業者
に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

 ■ 保証の内容
お買い上げいただきました製品を構成する純正部品の材料または製造上の不具合が起きた場合、
ケルヒャー ジャパン株式会社修理センターで無償修理をいたします（この無償修理を保証修理
といいます）。保証修理は部品の交換あるいは補修により行います。また、取り外した不具合部
品は当社所有といたします。保証修理を受けられる期間は新品を購入した日から１年間とします。

 ■ 保証できない事項
 ● 修理の際の輸送費用
 ● 次に示すものに起因すると判定される故障は、保証修理いたしません。

• 取扱説明書の指示に反する使用
• 保守整備の不備または間違い
• 当社が提示している仕様の限界を超える使用（規定以上の長さの延長コードを使用した場合

の電圧降下や、業務などで定格使用時間を著しく超えた連続使用など）
• 当社が認めていない改造
• 純正部品および指定する油脂類以外の使用
• ご使用者の不注意による故障（凍結、ボイラータンク内への異物混入、落下による故障など）
• 業務・事業・店舗用、商用、営利目的等の一般家庭用以外の目的での使用

 ● 次に示すものは保証修理いたしません。
• 経年変化により発生した不具合
• プラスチックカバーなどの自然退色、ホースのひび割れ、O リングの劣化、部材劣化に伴う

性能低下など
• 使用に際し品質、機能上影響のない感覚的現象（音、振動など）
• 台風、水害、雪害などの天災による不具合
• 薬品、塩害などに起因する不具合

 ● 次に示すものの費用は負担いたしません。
• 消耗品（油脂、ノズル、安全バルブ、O リング、パッキン、バルブ、ホース、ブラシ、パット、

クロス、およびこれらに類する消耗品）
• ケルヒャー ジャパン以外での修理
• 点検、清掃、調整、及び定期点検整備
• この保証書に示す条件以外の補修費用など
• 本機を使用できなかったことによる不便さ及び損失など（休業損失、商業損失など）
• 清掃対象物に損傷、破損、変色などが生じた場合
• 正しく操作せずにケガを負った場合

 ● 出張修理はいたしません。
修理はお買い求めいただいた販売店またはケルヒャー ジャパンへご依頼ください。

 ■ 保証の適用
この保証は日本国内で使用される当社製品のみに適用されます。
海外へ持ち出す場合は、その時点で保証が抹消されます。
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 ■ 保証修理の受け方
保証修理をお受けになる場合は、下記保証書の各項目にご記入いただき、お買い上げいただい
た際のレシート／納品書を添付の上、保証修理をお申し付けください。
製造番号は、製品の底面に貼られている銀色のラベルに記載されています。

 ■ 保証修理の申し込み方法
ご購入の際に受領されたレシートあるいは納品書と下記保証書をご用意の上、下記 URL、また
は当社ホームページ中段のリンク『家庭用 修理・アフターサービス』⇒『修理申込み方法』に
アクセスしていただき、製品の修理をお申込みください。
[ 家庭用製品 ] 修理申込み方法
www.kaercher.com/jp/service/support_hg/repair_application.html
ご不明な点がございましたらお客様専用ダイヤルまでご連絡ください。
お客様にご記入いただいた修理申込書の内容は、保証期間内のサービス活動及びその後の安全
点検活動のために利用させていただく場合がございますので、ご了承ください。

製品名 SC 1 DCM
保証期間 1 年
製造番号【シリアル No.】
お買い上げ日
お客様情報 お名前：

ご住所：

電話番号：
販売店情報 店名：

住所：

電話番号：
故障状況

ケルヒャー ジャパン株式会社 www.kaercher.com/jp/
本社住所：〒 222-0032 神奈川県横浜市港北区大豆戸町 639 番 3

製品を長くご愛用いただくために、ユーザー登録していただいたお客様にサポート情報
やキャンペーン情報をメールでお送りしています。
下記 URL、または当社ホームページ中段のリンク『家庭用製品 ユーザー登録』⇒『ユー
ザー登録（1 年保証）はこちら』にアクセスいただき、ご登録ください。

ケルヒャー家庭用製品ユーザー登録
www.kaercher.com/jp/service/support_hg/warranty.html



〒654-0161ɹฌݿ県神戸市ਢຏ区ӫ台 4-4-1
˙ 60 )[ Ҭの͓٬༷（本全Ҭ）

製品にؔするお問い合わせ

͓٬༷ઐ用ダイϠル

受付時間：9�00 ～ 1��00（年年始、当社休日を除く）

0120-60-3140

修理品送り先

修理品をお送りいただく際には、ご購入日がわかるもの
（保証期間内に限る）と 34-35 ページの保証書に故障状況をご記入の

上、ඞず同ࠝしてください。

1. 保証書が 34-35 ページに添付されています。レシート、領ऩ書、販売証明書、納品書などのご購入日がわか
るものと一ॹに大切に保してください。

2. 保証書の保証内容、保証規定をよくおಡみください。
3. 保証期間は保証書に記載されています。
4. 保証期間ऴ了後の修理につきましては、下記の 2R コードより、当社ホームページの「家庭用製品 修理・ア

フターサービス」にてご確認いただけます。もしくは、製品をご購入いただいた販売店または上記お客様専
用ダイヤルまでお問い合わせください。

έルώϟー ジϟパンࣜגձࣾ
ਆށ-$ɹਆށ修ཧセンターɹѼ
0120-60-3140

〒9�1-340�ɹٶ県ࠇ川܊大町দࡔ平 3-2
˙ 50 )[ Ҭの͓٬༷（౦本全Ҭ）

έルώϟー ジϟパンࣜגձࣾ
ઋ修ཧセンターɹѼ
0120-60-3140

製品にؔするお問い合わせ




